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発行責任者 秋 葉 光 重

令
和
２
年
度
　
定
期
総
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

自
粛
対
策
で
、
書
面
決
議
に
て
承
認
さ
れ
る
。

令
和
２
年
度
浜
野
町
内
会
定
期
総
会
の

結
果
報
告
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
を

受
け
、
浜
野
会
館
に
集
合
し
て
の
総
会
で

は
な
く
、
議
案
書
面
の
配
布
に
よ
り
、
質

疑
を
経
て
の
承
認
の
対
応
と
致
し
ま
し
た
。

緊
急
措
置

へ
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご

第
２
号
議
案
　
事
業
計
画

ｏ
事
業
予
算

○
賛
成
４２
　
反
対
０

↓

承
認

第
３
号
事
案
　
浜
野
町
内
会
会
則
の

一
部

改
定

○
賛
成
４２
　
反
対
０

↓

承
認

第
４
号
事
案

付
帯
決
議

○
賛
成
４２
　
反
対
０

↓

承
認

第
５
号
議
案

町
内
会
役
員
の
承
認

○
賛
成
４２
　
反
対
０

↓

承
認

★
総
会
に
提
出
し
た
５
議
案
は
、
全
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
号
議
案

令
和
元
年
度
浜
野
町
内
会
事
業
報
告
、

並
び
に
収
支
決
算
報
告

令
和
元
年
度
は
諏
訪
神
社
秋
季
大
祭
は
、

台
風
１９
号
の
影
響
を
受
け
、
す
べ
て
の
行

事
が
中
止
。

第
１８
回
生
浜
地
区
体
育
祭
は
、
選
手
選

考
や
応
援
団
の
練
習
会
な
ど
取
組
み
ま
し

た
が
、
途
中
の
降
雨
に
よ
り
中
止
。
他
に

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り

「合

同
避
難
雄
訓
練
」
、
「歩
け
歩
け
大
会
」
が

中
止
に
な
り
自
然
災
害
の
影
響
を
受
け
た

年
で
し
た
が
、
そ
の
他
は
計
画
通
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

（抜
粋
）

令
和
２
年
度
浜
野
町
内
会
事
業
計
画
、

並
び
に
収
支
予
算
計
画

【総
務

部
】

１
、
生
浜
地
区
関
連
諸
団
体
と
の
連
携
及

び
交
流
の
推
進

０
生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会
、
生
浜
地

区
町
内
自
治
会
連
絡
協
議
会
、
社
会
福

祉
協
議
会
生
浜
地
区
部
会
、
青
少
年
育

成
委
員
会
、
生
浜
西
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ

振
興
会
等
と
連
携
し
、
地
域
の
課
題
解

決
に
取
組
み
ま
す
。

②
諸
団
体
主
催
の
行
事

へ
の
参
加

。
参
画

①
生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会
ス
ポ
ー

ツ
部
会
主
催
の

「第
１９
回
生
浜
地
区

体
育
祭
」
に
参
加
し
、
優
勝
を
目
指

し
ま
す
。

②
生
浜
地
区
地
域
運
営
委
員
会
主
催
の

「新
年
賀
詞
交
歓
会
」
「
日
帰
り
研
修

旅
行
」
に
参
加
し
、
他
の
町
内
会
や

諸
団
体
と
の
交
流
と
親
睦
を
図
り
ま

す
。

③
生
浜
西
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
主

催
の

「新
緑
を
歩
こ
う
会
」

「グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

「家
族
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」

「歩
け
歩
け
大
会
」

等
に
参
加
し
ま
す
。

２
、
浜
野
町
民
と
の
交
流
と
親
睦
の
推
進

０
浜
野
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
主
催
の

「グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
参
加
。

ざ
い
ま
し
た
。
承

認
結
果
並
び
に
質

疑
応
答
等
に
つ
い

て
、
以
下
の
と
お

り
報
告
致
し
ま
す
。

１
、
総
会
の
資
格

審
査
報
告
代
議

員
４２
名
へ
の
総

会

資

料

配

布

（参
加
）
に
よ
り
、

総
会
成
立

２
、
議
案
の
決
議

結
果

第
１
号
議
案

事
業
報
告

。
決

算
報
告

○
賛
成
４２

反
対
０

↓

承
認

議案

第一号議案 令和元年度町内会事業・収支決算報告

第二号議案 令和 2年度町内事業計画・収支予算計画

第二号議案 浜野町内会会則の一部改訂

第四号議案 付帯決議事項

第五号議案 町内会役員の承認

-1-



令和 2年 5月 号のま|ま

②
浜
野
町
の
歴
史
と
伝
統
文
化
で
あ
る

「
８
月
の
盆
踊
り
大
会
」
と

「
１０
月

の
諏
訪
神
社
秋
季
大
祭
」
は
町
民
が

交
流
す
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
て

い
ま
す
。
浜
野
町
の
活
性
化
と
繁
栄

を
願
い
諸
団
体

。
本
行
寺

・
諏
訪
神

社
と
協
力
し
開
催
し
、
″
連
帯
と
協

調
の
町
″
と
し
て
次
世
代
に
継
承
し

て
い
く
よ
う
推
進
し
ま
す
。

０

「浜
野
町
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
で
は
、

町
内
会
の
全
組
織

・
諸
団
体
役
員
の

参
加
を
募
り
、

共
に
新
年
を
祝

い

「町
の
発
展
と
町
民
の
幸
せ
」
を
祈

念
し
、
開
催
し
ま
す
。

３
、
町
会
員

・
賛
助
会
員
の
加
入
促
進

浜
野
町
で
は
新
住
民
の
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
賛
助
会
員
は

地
域
の
協
力
体
制
を
維
持
し
て
い
く

上
で
貴
重
な
会
員
で
す
。

「加
入
促

進
活
動
の
期
間
」
を
設
け
、
町
内
会

へ
の
入
会
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

４
、
浜
野
会
館
の
適
正
な
管
理

・
運
営

田
浜
野
会
館
は
、
町
民
の
融
和
と
親
睦

を
図
る

″
浜
野
町
唯
―

の
共
有
施

設
″
で
す
。
管
理
責
任
者
に
よ
り

「浜
野
会
館
使
用
心
得
」
に
基
づ
き

運
営
を
行
な
い
ま
す
。

②
会
館
事
務
所
に
毎
週
土
曜
日
９
時
３０

分
～
１２
時
００
分
、
会
館
の
使
用
申
請

の
受
付
、　
コ
ピ
ー
機
使
用
に
関
す
る

業
務
等
を
行
な
い
ま
す
。

０
浜
野
会
館
の
使
用
ル
ー
ル

・
運
営
に

つ
い
て
、
次
年
度
に
向
け
、
見
直
し

。

検
討
を
行
な
い
ま
す
。

５
、
区
会
議
の
開
催

町
内
会
の
活
動
方
針
の
推
進
と
徹

底
、
及
び
町
会
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

区
長
主
導
に
よ
る
区
会
議
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

６
、
備
品
の
購
入
と
整
備

０
紫
丁
シ
ャ
ツ
（
体
育
祭

ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
）
」Ｌ
と
Ｌ
を
各
３０
枚

②
プ
レ
ー
ヤ
ー

０
テ
プ
ラ
の
購
入

四
浜
野
会
館
設
備

①
事
務
所
蛍
光
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

②
誘
導
灯
―
式
と
消
火
器
の
交
換

７
、
国
勢
調
査
へ
の
協
力

今
年
は
、
大
正
９
年
よ
り
５
年
ご

と
に
行
な
わ
れ
る
２．
回
目
の
国
勢
調

査
の
年
に
な
り
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
及

び
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も

重
要
な
統
計
調
査
で
浜
野
町
内
会
と

し
て
、
指
導
員

・
調
査
員
を
選
任
し

国
勢
調
査
に
協
力
し
ま
す
。

８
、
会
員
名
簿
の
作
成
及
び
発
行
に
つ

い
て平

成
２９
年
■
月
の
発
行
か
ら
３
年

が
経
過
、
今
秋
の
発
行
に
向
け
て
取

組
み
ま
す
。
町
会
長
は
じ
め
町
会
員

並
び
に
賛
助
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【生
活
環
境
部
】

１
、
こ
み
の
削
減

。
清
掃
活
動
、
環
境

整
備

田
町
内
会

一
斉
美
化
活
動
の
実
施

千

葉
市
を
あ
げ
て
の

「ご
み
ゼ
ロ
ク
リ
ー

ン
運
動
」
の
展
開
に
賛
同
し
、
今
年

度
も

″
私
た
ち
の
住
む
町
は
私
た
ち

の
手
で
〃
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
町
内

一
斉
清
掃
を
６
月
と
１２
月
の
年
２
回

実
施
し
ま
す
。

②
ご
み
の
削
減
並
び
に
不
法
投
棄
を
さ

せ
な
い
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

０
各
町
会
に
設
置
し
て
い
る

「ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
清
掃
や
修
繕
を
適

宜
行
な
う
他
、
啓
発
掲
示
物
に
つ
い

て
も
、
担
当
町
会
で
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

四
道
路

・
舗
道
の
修
繕
や
排
水
溝
の
補

修
、
防
犯
街
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

新
設
や
修
繕
、
町
内
の
美
化
（除
草

・

消
毒

・
樹
木
の
伐
採
）
や
危
険
場
所

の
改
善
な
ど
、
各
町
会
か
ら
の
要
望

を
行
政
に
申
請
し
、
町
内
の
環
境
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
、
自
主
防
災
活
動

田
町
内
会
役
員
は
、
避
難
所
で
あ
る
生

浜
中
学
校

・
生
浜
小
学
校

・
生
浜
西

小
学
校
の
避
難
所
運
営
委
員
と
し
て

の
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
生
浜
地

区
合
同
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

②
津
波
対
策
と
し
て
、
緊
急
避
難
が
で

き
る
建
物
の
管
理
者
と

「施
設
等
の

使
用
に
関
す
る
協
定
書
」
を
現
行
以

上
に
締
結
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み

ま
す
。

０

″
２
０
１
９
年
度
版

「ふ
く
し

。
防

災
ガ
イ
ド
＆
マ
ッ
プ
ア

を
活
用
し
、

暮
ら
し

の
安
全
や
防
災
意
識
の
高

揚
な
ど
に
つ
い
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

情
報
発
信
を
行
な
い
ま
す
。

四
避
難
訓
練
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
増

や

「緊
急
時
連
絡
体
制
表
」
の
活
用

な
ど
、
災
害
発
生
を
想
定
し
た
臨
場

感
の
あ
る
避
難
訓
練
に
な
る
よ
う
、

取
り
組
み
ま
す
。

３
、
防
犯
活
動

中
央
警
察
署

・
浜
野
駅
前
交
番
と

連
携
を
密
に
し
、
防
犯
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

０
防
犯
講
話
会
の
開
催

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員
を
対
象

に
、
中
央
警
察
署
生
活
安
全
課
よ
り

講
師
を
招
き
、
犯
罪
状
況
や
防
犯
活

動
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し
、
防

災
意
識
高
揚
を
図
り
ま
す
。

②
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

①
６
月
と
１２
月
に
、
町
内
会
役
員

・

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
員

・
浜
野

駅
前
交
番
が
連
携
し
た

「合
同
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」
を
実
施
し

ま
す
。

②
「年
末
特
別
警
戒
防
犯
パ
ト

ロ
ー

ル
活
動
」
を
、
各
町
会
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
員
に
よ
り
町
会
単

位
で
実
施
し
ま
す
。

０
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー

生
浜
小
学
校

。
生
浜
西
小
学
校
の
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セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
（学

校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
）
は
、
登
下

校
時
の
児
童
を
交
通
事
故
や
事
件
か

ら
守
る
上
で
、
重
要
な
活
動
と
な

っ

て
い
ま
す
。
町
内
会
と
し
て
は
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
の
推
薦
依

頼
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

４
、
「防
犯
標
語
」
「立
て
看
板
」
維
持

管
理防

犯
標
語
看
板
や

一
時
緊
急
避
難

場
所
の
看
板
を
、
各
町
会
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
取
付
け
状
態
の
維
持
管

理
等
に
つ
い
て
、
指
導

。
支
援
を
行

な
い
ま
す
。

５
、
防
犯
街
灯

防
犯
街
灯
の
維
持
管
理
は
町
内
会

が
担
う
重
要
な
役
割
の

一
つ
で
す
。

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
切
れ
や
破
損
等
の
維
持

管
理
と
共
に
、
必
要
に
応
じ
て
新
設

を
行
な
い
、
地
域
の
安
全
性
向
上
に

努
め
ま
す
。

【
広

報
部

】

１
、
町
内
会
報
の
発
刊

０
町
内
会
報
は
、
町
内
会

・
地
域
の
活

動
内
容
や
予
定
を
網
羅
し
て
お
り
、

情
報
公
開
紙
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。
内
容
充
実
に
向
け
取
材
活
動
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

②
町
内
会
報
は
、
毎
月
月
初
め
の
発
行

を
目
ざ
し
ま
す
の
で
、
各
町
会
で
タ

イ
ム
リ
ー
な
配
布
に
ご
協
力
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
尚
、
町

内
会
報
の
配
布
に
あ
た
っ
て
は
、
賛

助
会
員

へ
は
町
会
長
が
、
ま
た

一
般

会
員

へ
も
回
覧
方
式
で
は
な
く
、
原

則
と
し
て
町
会
長
や
班
長
に
よ
る
個

別
配
布
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

０
諸
団
体
の
行
事
内
容

。
日
程
、
並
び

に
原
稿
や
写
真
等
に
つ
い
て
、
広
報

部
長
宛
に
毎
月
２０
日
ま
で
に
提
出
。

２
、
広
報
掲
示
板
の
管
理

広
報
掲
示
板
は
、
現
在
町
内
の
１

３
箇
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
担
当

町
会
で
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

３
、
浜
野
町
内
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
充

実
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
充
実
と
共
に
、
活
用
方
法
や

認
知
度
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
本
格
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
文

化
部

】

文
化

・
教
養
活
動
を
以
下
の
と
お
り

推
進
し
ま
す
。

１
、
文
化
講
演
会
の
開
催

「第
１９
回

文
化
講
演
会
」
を
、
令

和
３
年
１
月
１６
日
（土
）
に
開
催
し
ま

す
。

２
、
諏
訪
神
社
節
分
祭
で
の

「小
学
６

年
生
の
豆
ま
き
体
験
」
の
実
施
令
和

３
年
２
月
３
日
（水
）
の
諏
訪
神
社
の

節
分
祭
に
お
い
て
、
浜
野
町
に
居
住

す
る
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に

「豆

ま
き
体
験
」
を
行
な
い
ま
す
。

３
、
囲
碁

・
将
棋

。
麻
雀
大
会
の
開
催

「第
３２
回
囲
碁

。
将
棋
口

・
麻
雀

大
会
」
を
、
令
和
３
年
２
月
２．
日

（
日
）
に
開
催
し
、
町
会
員
や
学
校
を

合
む
町
内
住
民
と
の
親
睦

・
協
調
を

図
り
ま
す
。

【
福

祉
部

】

１
、
敬
老
の
集
い
の
開
催

民
生
児
童
委
員
他
諸
団
体
と
協
力

し
、
「第
３５
回
浜
野
町
敬
老
の
集
い
」

９
月
２０
日
（
日
）
に
、
浜
野
会
館
で
開

催
し
ま
す
。

２
、
ふ
れ
あ
い

。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

開
催「社

会
福
祉
協
議
会
生
浜
地
区
部

会
」
や

「あ
ん
し
ん
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

浜
野
」
と
協
力
し
、
「浜
野
町
ふ
れ

あ
い

。
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」
を
浜
野

会
館
で
、
８
月
と
１２
月
を
除
き
、
年

１０
回
毎
月
第
４
金
曜
日
に
開
催
し
ま

す
。

３
、
独
居
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
の
推

進
浜
野
町
の

″高
齢
者
の
見
守
り
活

動
″
に
つ
い
て
、

「
４５
歳
以
上
独
居

者
」
を
対
象
に
継
続
し
て
推
進
致
し

ま
す
。

０
５
月
～
６
月
に
、
民
生
児
童
委
員
が

主
体
と
な

っ
て
見
守
り
対
象
者
の
再

確
認
を
行
な
う
活
動
に
連
動
し
、
各

町
会
独
自
の
対
象
者
に
つ
い
て
も
再

確
認
を
行
な
い
ま
す
。

②
各
町
会

・
各
班
の
グ
ル
ー
プ
長
が
実

施
す
る
、
隣
近
所
の
独
居
高
齢
者

ヘ

の
見
守
り
活
動

「ち
ょ
こ
っ
と
見
守

り
声
掛
け
運
動
」
を
継
続
実
施
し
ま

す
。

０

″
本
活
動
″
が
定
着
す
る
よ
う
、
情

報
発
信
や
共
有
化
を
定
期
的
に
実
施
。

４
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
員
募
集

民
生
児
童
委
員
と
協
力
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
会
員
募
集
に
取
り
組

み
ま
す
。

【
婦

人
部

】

婦
人
部
の
独
自
活
動
と
町
内
会
行
事
。

１
、
婦
人
部
総
会
を
４
月
５
日
に
開
催

２
、
婦
人
部
主
催
の
行
事
の
実
施

０
絵
手
紙
教
室
を
毎
月
第
３
日
曜
日

（
９
時
４５
分
～
１１
時
４５
分
）
に
浜
野
会

館
で
開
催

②
介
護
予
防
体
操
を
毎
月
第
１

・
２
日

３
水
曜
日
（
１０
時
～
１２
時
）
に
浜
野
会

館
で
開
催

０
太
極
拳
を
毎
週
月
曜
日
（
９
時
３０
分

～
Ｈ
時
）
に
浜
野
会
館
で
開
催

３
、
浜
野
会
館
清
掃

０
浜
野
会
館
の
清
掃
を
、
毎
月
第
３
日

曜
日
（
９
時
～
）
に
実
施

②
浜
野
会
館
の
年
末
大
掃
除
を
町
内
会

役
員
青
年
部
と
実
施

（
１２
月
２０
日
）

４
、
町
内
会
行
事
へ
の
参
加
と
協
力

０
盆
踊
り

大
会

へ
の
参
加
協
力

（
８
月
１７

・
・８
日
）

■
盆
踊
り
大
会
に
向
け
踊
り
練
習
会
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■
舞
台
等
の
設
営

・
解
体
の
参
加
協
力

②
敬
老
の
集
い
参
加
協
力
（
９
月
）

０
諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
に
参
加
協
力

④
生
浜
地
区
体
育
祭
（
１１
月
）
に
参
加
協

力
と

ユ
ニ
フ
オ
ー
ム
等
の
洗
濯
の
実

施
Ｄ
年
末
合
同
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に

参
加
（
１２
月
）

０
賀
詞
交
歓
会
に
参
加
協
力

０
文
化
講
演
会
に
参
加
協
力
（
１
月
）

０
囲
碁
将
棋
麻
雀
大
会
に
協
力
（
２
月
）

０
防
災
避
難
訓
練
に
参
加
（
３
月
）

【
青
年

部

】

明
る
く
健
康
的
な
町
づ
く
り
の
推
進

を
図
り
、
青
年
層
の
町
内
会
活
動

へ
の

積
極
的
な
参
加
を
目
的
に
、
青
年
部
主

催
行
事
の
実
施
、
町
内
会
行
事
の
出
店

。

参
加
協
力
。

１
、
青
年
部
総
会
の
開
催
（
４
月
）

２
、
青
年
部
の
主
催
行
事
や
出
店
活
動

の
実
施

０
七
タ
イ
ベ
ン
ト

「短
冊
づ
く
り
と
流

し
そ
う
め
ん
」
の
開
催
（
７
月
）

②
盆
踊
り
大
会
に
出
店

「ビ
ー
ル
」
等

０
諏
訪
神
社
秋
季
祭
礼
に
出
店

０
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
開
催
（
１２
月
）

３
、
町
内
会
行
事
へ
の
参
加
と
協
力

０
盆
踊
り
大
会

へ
の
参
加
協
力
（
８
月

・７

・
・８
日
）

■
舞
台
等
の
設
営

・
解
体
に
も
参
加
協

力
（
８
月
）

②
生
浜
地
区
体
育
祭
に
参
加
協
力

０
浜
野
会
館
の
年
末
大
掃
除
に
協
力

四
賀
詞
交
歓
会
に
参
加
協
力
（
１
月
）

Ｄ
防
災
避
難
訓
練
に
参
加
（
３
月
）

第
二
号
議
案

浜
野
町
内
会
会
則
の

一
部
改
定

１
、
提
案
内
容

「浜
野
町
内
会
会
則
第
３
章

役
員

（役
員
の
種
別
）
第
二
条

０
会
計
の

人
数
」
に
つ
い
て
、
現
行
の

「１
名
」

を

「若
干
名
」
に
変
更
し
た
く
提
案

い
た
し
ま
す
。

２
、
提
案
理
由

会
計
業
務
に
つ
い
て
は
、
複
数
名

が
理
解
し
実
務
可
能
な
体
制
の
構
築
、

並
び
に
業
務
引
継
ぎ
の
円
滑
化
や
業

務
効
率
化
の
推
進
の
為
に
必
須
と
考

え
ま
す
。

３
、
改
定
日
　
令
和
２
年
４
月
Ｈ
日

第
３
章
（役
員
の
種
別
）

第
１１
条

本
会
に
以
下
の
役
員
を
置
く

四
会
計
　
１
名
　
と
あ
る
を
④
会
計

若
千
名
　
に
改
正

第
四
号
議
案

付
帯
決
議

１
、
令
稀
２
年
度
に
お
い
て
、
事
業
及

び
予
算
等
に
軽
微
な
変
更
を
要
す
る

に
至
っ
た
場
合
は
、
役
員
会
に
お
い

て
決
議
す
る
こ
と
と
す
る
。

２
、
町
内
会
活
動
に
お
い
て
、
専
門
性

を
有
す
る
技
能
者
に
委
嘱
を
行
な
う

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
委
嘱
者
や

そ
の
役
割
及
び
報
酬
等
に
つ
い
て
役

員
会
に

一
任
す
る
事
と
す
る
。

第
五
号
議
案

町
内
会
役
員
承
認

１
、
町
内
会
会
則

第
１２
条

第
３
頂
に

よ
り
、
区
の
会
員
に
よ
り
推
薦
さ
れ

た
区
長
の
承
認
に
つ
い
て

第

一
区
長
…
関
　
　
　
浩

（再
任
）

第
二
区
長
…
粟
生
　
義
明

（新
任
）

第
二
区
長
…
吉
本
　
敬

一

（新
任
）

２
、
町
内
会
会
則

″
第
１２
条
第
４
頂
″

に
よ
り
、
町
内
会
長
が
指
名
し
た
町

内
会
役
員
の
承
認
に
つ
い
て

会
　
計
…

一
宮
　
文
夫
（新
任
）

副
会
計
…
大
健
　
通
夫

（総
務
部
長

・
兼
務
）

そ
の
他
の
質
問

・
問
合
せ

Ｑ
ｌ
…
毎
年
、
新
町
会
長
に
配
布
さ
れ

る
書
類
に
つ
い
て
（新
旧
２
名
）

Ａ
ｌ
…
８
日
付
の

「総
会
の
書
面
開
催

の
案
内
文
書
」
に
記
載
の
通
り
、
１

３
日
２

部
は
１２
日
）～
５
日
の
間
で
、

新
町
会
長
に
封
筒
で
届
け
ま
す
。

１０

種
類
の
書
類

Ｑ
２
…
賛
助
会
員

へ
の
町
内
会
費
納
入

の
依
頼
文
書
は
作
成
し
て
も
ら
え
る

か
？

Ａ
２
…
新
町
会
長
に
届
け
る
封
筒
に
、

「賛
助
会
員
数
十
１
枚
」
を
同
封
し

て
い
ま
す
。
賛
助
会
員
名
を
手
書
き

で
記
入
い
た
だ
き
、
使
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３
…
新
し
く
住
民
に
な
る
方
に
対
す

る

「町
内
会

へ
の
入
会
案
内
」
は
あ

る
か
？

Ａ
３
…
新
町
会
長
に
届
け
る
封
筒
に
、

「
入
会
案
内
と
入
会
申
込
書
」
を
同

封
し
て
い
ま
す
。
（新
２
名
×
新
１

名
）

Ｑ
４
…
町
内
会
費
は
集
金
を
始
め
て
良

い
か
？
ま
た
、
金
額
は
従
来
と
同
じ

か
？

（新
１
名
）

Ａ
４
…
町
会
で
の
集
金
に
つ
い
て
決
め

事
が
無
け
れ
ば
は
じ
め
て
頂
い
て
結

構
で
す
。
町
内
会

へ
の
納
入
金
額
に

変
更
は
無
く
、　
一
般
会
員
４
２
０
０

円
、
賛
助
会
員
７
０
０
０
円
で
す
。

４
点
の
質
問
が
有
り
ま
し
た
。

一お
齢
■
●
ｉ
ｔ

第
２
回
役
員
会
議
に
て

４
月
１８
日
（土
）
浜
野
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
三
密
対
策
で
の
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
不
特

定
多
数
の
集
ま
る
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
は
、

自
粛
ま
た
は
、
中
止
と
の
要
請
に
よ
り
審

議
し
ま
し
た
結
果
。

６
月
の

一
斉
で
の
清
掃

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
は
中
止
と
し
ま
す
。

６
月
７
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
町
内
会

一
斉
清
掃
は
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

各
町
会
で
人
手
の
必
要
と
す
る
広
範
囲

な
除
草
な
ど
は
要
望
書
を
提
出
す
る
な
ど

の
対
策
を
請
ず
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
も

中
止
と
し
ま
す
。
講
話
会
は
１２
月
に
延
期
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収支決算    令和元年度浜野町内会一般会計収支決算報告書

一般会計収支決算 (収入)9,616,430-(支出)7,302,603=(差 引)2,313.827円

今期は施設営繕文化継承積立金に積立無しとし、2.313,827円 を次年度へ繰越。

(単位 :円 )

収入の部

項   目 予算額 決算額 増減額 備 考

広

費

”
『
　
＾
〓

一般会費 5,298,00C 5,194,809 A 103,191 会員月額350円 、団体住民会員月額250円 、TAT[RU・ 大東建託―括納入

賛助会費 432;00C 460,433 28,433 加入65社 (7千 円 X64社 +12千円直接集金 Xl社)、 +期 中入会&退会有リ

交イ寸釜 市交付金 548,00C 545,800 △ 2,20C 上期1,372戸 X0200日 、下期1357戸 X200円

哺助鵠 街灯補助金 600,00C 997.610 397,610 管理費663,480日 、新設費334,130円 、修理費0円

雑収ス 雑 収 入 401,00C 450,720 49,72(

新年賀調交歓会会費・祝儀108手円、募金事務収入7千円、廃棄物適正
化推進員手当24千円、預金利息20円 、国有地使用料…区等負担金受入
70千円、防災Elll練参加助成金35,700円 (150円 X238名 )、 体育祭祝犠
197,000円 。電柱敷地料9∞0円

盪裁 4 前年度繰越金 :.967.058 :,967,058

△
ロ 計 9.246.058 9,616,430 370,371

支出の部

項  目 予算額 決算額 増減額 備 考

総

務

費

役職手当 1,000,000 982,760 17.24C 町内会役員14名 (監養2名 含)、 町会長21名 (0140R X上 期会員数 +0140円 X下期会員数 )

会 議 費 70.000 52,000 18,00C 会館使用料 (総会・町会長会議 `役員会・育児サークル)

研 修 費 80,000 0 80,00C 生浜地域運営委員会役員研修、実施せず

交 際 費 300,000 170,00C 130,00C 各町内自治会・学校 。各種団体機関等の寸志・慶弔費等

旅  費 10,000 1,500 8.50C 段員交通費

事務用品費 50,000 42,443 7.557

“

インク代23,475円 、コピー用紙封簡等17.171円 、ハブ・テプラ1,797円

什器備品費 450.000 337,41フ 112.583
ラミネータ・カラオケ149千円・スリッパ59千円、役員ユニフォー
ム、青年部倉庫82千円、アダプタ"剪定鋏 。ほうき・メガホン他

区運営費 210,000 220,00C △ 10.00C 区事務費30千 円 X3区、賛助会費区交付金65社 X2千 円

雑  費 50,00C 84,371 △ 34,371 正月円松カー ド (各戸配布)、 産藤.写真代、名刺、切手代、振込手数料等

計 2,220,00C 1,890,491 329,509

事

業

費

各
部
活
動
費

総務部 350,000 395,875 △ 45,875

固有地使用料90,443日 、高張提灯修理代 (浜東&南3町会分)17,820
円、総会・町会長会議・役員会・監査等準備、資料]ピ ー、ラミネー ト
,46.273円 、生浜地域新年賀詞交換会参加費 (8名分)70,000円 。同交
通費 (タ クシー代)18,390円 、諏訪神社奉賛会会費3千円、会議用お
茶代等45,641円 、他4,308B

環境部 150,000 26.240 123,760 一斉清掃ゴミ袋代17416円 、お茶代3824円

文化部 300,000 235.664 64.336
文化講演会10,000円 、日碁将棋大会56,994円 、子供イイント(小学6年
生豆撒き)50,000円 、他。

広報部 700.000 660,722 39.278
町内会報発行 (12ヵ 月)628,000円 、PC関連費24,322円 、カラーコピー

代2.400円 、他60∞円

婦人部 140,000 140,000 婦人部諸活動、町内会各行事支援、会館清掃、他

青年部 140,000 140,000
青年部諸活動、町内会各行事支援、青年部ユニフトム代、会館年末大掃除
手伝い、たなばたイベント、他

福祉部 40. 000 20,588 19,412
敬老の集い日本酒寄贈2,700円 、いきいきサロン会場手配10,500円 、

他7,388円

小  計 1.820,∞ ( 1,619.089 200,911

行事費 640,000 606,872 33,120 グラント・ゴルフ20,0∞ 円、敬老の集い120.000円 、体育祭316,623円 、賀詞
交歓会150`249円

助成金 945,000 790,000 155,000

老人クラブ30千 円、浜野淋
・
振120千円、囃子保存会50千 円、神興愛好

会80千 円、西小地区P T A50千円、しらさぎ子供会20千 円、浜東子供
会10千円、露訪神社150千円、第六天神社80千円、稲荷神社20千 円、
山王権現10千円、浜野町街路灯睦会170千 円 (街路灯 1本当り5千円X

34灯 )

負担金 694,00C 692.170 1,83(
日赤社責100千円、赤い羽根共同募金100千円、地区連68,600円 、
振79,520円 、青少年育成委員会56,850日 、美しくする会50千 円、
祭137,2∞ 円、社協会費1∞千円

・
育

林
体

街灯費 1,200,00C 1,529.227 △ 329,227 管理費 (電気代)890,292円 、新設費638,935日 、修理費0円

計 5,299,00C 5。 237.353 A 139,269

会 館 助 成 金 350,00C 174,754 175,24(

予  備  費 1,377,051 2,313,82, △ 986,76〔

〈
目 計 9,246.058 9,616,43C △ 370,37`
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は  ま  の 令和 2年 5月 号

(単位 :円 )

項   目 予算額 決算額 増減額 備 考

収

　
　
入

会館使用料 330,000 3451000 15,000 諸団体 =町会等282,500円 、町内会62,500円

コピー使用料 280:000 276,332 ∠ゝ 3,668 諸団体・町会等130,059円 、町内会146,273円

助 成 金 350,000 174,754 △ 175,246

合  計 9601000 7961086 ∠ゝ 163,914

支

出

管理人手当 60,000 60,000 月糧ヨ5,000円 X12ヵ月

水道光熱費 300,000 3051563 ∠ゝ 51563 電気264,213円 、上下水道20,760円 、がス20,590円

器具消耗品費 30,000 41,339 △ 11,339 洗剤、トイレ用品、モップ、ポード、事務用品等

修 繕 費 2001000 103=018 961982 消防設備点検35,940円、ホール照明器具&蛍光管31,138円

火災保険料 38,000 371350 Ｅ
Ｕ

企
じ 」A火災共済371350円 (補償額491800千円)

コピー機費 322,000 243,076 78,924 いス料106,920円 、コピー機使用料104,512円 、紙代311644円

雑   費 10,000 5,740 4,26G 正月用玄関飾り3,240円 、除草剤他2,500円

合   計 960,009 7961086 163,9i4

令和元年度浜野会館収支決算報告書

令和元年度浜野町内会積立金決算報告書
《特別会計・ 1》 施設営繕並びに文化遺産継承積立金  (単位 :円 )

(21支 出 :諏訪神社僣!木伐採助成50千円。会館畳表替え134,784円。

“

)令和2年度への繰越金 ;:71136,184円 。

《特別会計・ 2》 盆踊り大会積立金                      (単 位 :円 )

=会計監査報告書=
私たち会計監査は、平成 31年 4月 1日 から令和 2年 3月 31日 までの浜野町内会の

会計執行状況を監査いたしました。
1.監査の概要

私たち会計監査は、会計帳簿、通帳、領収証、現金その他必要に応じて各諸団体の

会計決算報告書を求め、閲覧聴取いたしました。
2.監査の結果

会計帳簿、通帳、領収証、現金その他すべて適正であると認めました。

令和 2年 4月 7日

浜野町内会会計監査   菅   政司  ①

項   目 預 け 先 令和元年度未 30年度末 29年度末 増  減

積 立 金
郵便局定額定期貯金 i310001000 510001000 5.000,000 8,000100C

」A千葉みらい普通預金 4,136,184 1213201928 11,330,832 △ 8,1841744
△
ロ 計 1711361184 17,320,928 16,330,832 A 184,744

“

}収入 :利息収入 81 F を JA普通預金より郵便局定期預金に

項   目 令和 2年3月 末 備 考

繰 越 金 2,927:734 詢年度繰越金

収 入 金 669,000 令和元年度寄付金6691000円

受取利息
●
こ 普通預金利息 (預け先 :浜野郵便局)

支 出 金 810:974
運営経費十設備関係費 (提灯LED電球61,525円 、スタント・ライト12,800
円、テント1031800円、他)

合  計 2,785,78`
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令和 2年 5月 号 は  ま  の

予算の部   令和 2年度 浜野町内会一般会計収支予算書
(単位 :円 )

収入の部

項  目 予算額 備 考

内

費

町

会

一般会費 5,i30,00C 一般1,100戸 X350円 X12ヵ 月、団体住民会員170戸×250円 ×12ヵ 月

賛助会費 460:000 〕4社 X07,000円 (051000円 は各町会) + 1社 X121000円

交付金 市交付金 532,000 会員数 (含 :団体住民・賛助)1,330戸 X0400円

補助金 街灯補助金 760,000 管理費660千円、新設費100千 円、修理費0円

雑収入 雑 収 入 440,000
新年賀詞交歓会会費・祝儀100千円、募金事務収入7千円、廃棄物運正化推進手当24千円、
国有地使用料分担金 (山王会館・山王権現分)受入70千円、体育祭祝儀200千 円、他

緑越金 前年度繰越金 2,313,827

合   計 9,635,827

支出の部

項   目 予算額 備 考

総

　

　

務
　
　
　
費

役職手当 1,000,000 町内会役員14名 (監査2名含)、 町会長21名

会 議 費 50,000 聡会・町会長会議 。役員会会館使用料、他

研 修 費 80,000 生浜地区連協役員研修

交 際 費 220,000 各町内自治会・学校・各種団体機関等の寸志・慶弔費等

旅  費 10,000 役員交通費

事務用品費 50,000 事務用品

什器備品費 130,00〔 テプラ、プレーヤー、浜野町Tシャツ60枚、他日用雑貨 ,什器備品等

区運営費 220,00〔 区事務費30千円X3区、賛助会費区交付金2千円X65社

雑  費 70i00〔 正月門松カード (各戸配布)、 役員名刺代、ガソリン代、切手代等

計 11830,001

事

業

費

各

部

活

動

費

総務部 350,000 総会 。町会長会議・役員会・監査等準備&資料コピー、日有地使用料90千円、その他

環境部 1011:000 防犯パ トロール活動、一斉清掃等阿の実観活動・ゴミ袋購入、防災訓練、防犯・防災グッズ購入等

文化部 2001000 小6豆撤き、文化講演会、囲碁・将棋・麻雀大会開催等

広報部 7001000 会報発行 (毎月)、 写真原稿取材、広報板管理等、町内会ホームページ更新

婦人部 1401000 婦人部諸活動、町内会各行事支援、会館清掃等

青年部 140,000 七タイベント・クリスマス会等青年部諸活動、町内会各行事支援

福祉部 40,000 『敬老の集い』開催、老人クラブ・社協活動との連携等

小 計 1,670,000

行事費 640,000 グランドゴルフ20千円、敬老会120千円、体育祭300千円、新年賀詞交歓会200千円

助成金 940,000

老人クラブ30千円、浜野スボ振120千円、囃子保存会50千円、神興愛好会80千円、西小地区
P T A50千 円、しらさぎ子供会20千円、浜東子供会10千円、諏訪神社300千円、第六天神
社80千円、稲荷神社20千円、山王権現10千 円、浜野町街路灯睦会170千 円 (街路灯 1本当
り5千円X34灯 )

負担金 692,000
地区運70千円、スホ

゜
振80千円、育成委員会57千円、美しくする会50千円、体育祭135千円、

社協会費100千円、赤い羽根共同募金100千円、日赤社資100千円

街灯費 1,1001000 管理費 (電気代)900千 円、新設費200千 円、修理費0円

計 5,042,000

会 館 助 成 金 290!00〔

特別会計 への繰入金 500100〔 施設営繕費 (会館建替え準備金含む)や文化遺産継承のための積立金

次 年 度 繰 越 金 1,973,827

合   計 9,635,827
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のま|ま 令和 2年 5月 号

役 ■■職  名 氏 名 備 考

文 部  長 (理事 ) 大 塚 麻 理 留任

福  祉  部  長 (理事) 米 原 忠 秀 留 任

婦  人  部  長 (理事 ) 白 井 由美子 留 任

青  年  部  長 (理事 ) 種 村 英 明 留 任

環 境 部 長 各区長の兼務

会 計 監 査 遠 山 悦 行 新任

会 計 監 査 菅   政 司 留任

会 館 管 理 者 小河原 ふみ子 留 任

2020年魔
‐
浜野町内会正副町会長名障

2020年度 浜野町内会 役員名簿 (敬称省略)

《第 1 区》  徹称省略)

《第 3 区》

区》《第

新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
一

■
っ
ぃ
て
．●
■
●
・
　
一●
●
●
一

２
０
２
０
年
４
月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
中
に
拡
散
し
、
日
本
に
お
い
て
は
４

月
７
日
に
千
葉
県
を
合
む
７
都
府
県
に

「緊

急
事
態
宣
言
」
が
発
令
、
人
と
人
と
の
接
触

を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
ま
で
に
８
割
削
減

と
す
る
感
染
防
止
対
策
が
と
ら
れ
た
。
対
策

は
、
不
要
、
不
急
な
外
出
は
自
粛
、
密
閉
、

密
接
、
密
集
に
よ
る
集
団
感
染
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
、
集
会
イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛
、
部
屋

の
換
気
、　
マ
ス
ク
の
着
用
、
人
と
の
距
離
を

保
つ
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
４

月
１６
日
に
は
全
国
の
感
染
者
９
２
１
６
人
、

死
者
２
０
０
と
な
り
、
全
国
的
に
感
染
拡
大

し
て
お
り
、
４
月
１７
日
に
は
緊
急
事
態
宣
言

は
全
国
拡
大
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

浜
野
町
内
会
も
、
状
況
を
踏
ま
え
て
、
４

月
４
日
の
役
員
会
議
で
、
令
和
２
年
度
定
期

総
会
は
、
書
面
決
議
よ
る
実
施
を
決
定
し
、

承
認
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

一
度
も

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
変
な
事
態
で
す
が
、

感
染
し
な
い
、
う
つ
さ
な
い
た
め
の
行
動
を

し
、
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は

発
熱
、
強
い
だ
る
さ
な
ど
の
症
状
が
特
徴

で
、
重
症
化
す
る
と
肺
炎
に
な
る
。

感
染
は
飛
沫
感
染

感
染
者
の
く
し
や
み
、
咳
、
つ
ば
、
と

一

緒
に
ウ
イ
ル
ス
が
放
出
さ
れ
、
ほ
か
の
人
が

口
や
鼻
か
ら
吸
い
込
ん
で
感
染
す
る
。

感
染
は
接
触
感
染

感
染
者
が
く
し
ゃ
み
や
咳
を
手
で
押
さ
え

た
後
、
周
り
の
者
に
触
る
と
ウ
イ
ル
ス
が
付

着
す
る
。
他
の
人
が
そ
れ
を
触
る
と
ウ
イ
ル

ス
が
手
に
不
着
し
、
そ
れ
を
手
で
口
や
、
花

を
触
る
と
粘
膜
か
ら
感
染
す
る
。

日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
事
は
。

十
分
な
睡
眠
と
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

帰
宅
時
や
、
調
理
の
前
後
、
食
事
前
に
も

小
ま
め
に
石
け
ん
で
手
洗
い
し
ま
し
ょ
う

感
染
し
な
い
、
う
つ
さ
な
い
た
め
に
買
い
物

で
は

密
集
を
避
け
る

帰
宅
後
は
十
分
に
手
洗
い
う
が
い
を
す
る
。

必
要
以
上
に
商
品
を
触
ら
な
い
。

や
め
て
欲
し
い
事

不
要

・
不
急
の
外
出
自
粛

他
県

へ
の
移
動

感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト

感
染
し
た
か
と
思
っ
た
ら

発
熱
、
風
邪
の
症
状
か
と
思
っ
た
ら
会
社

な
ど
は
休
ん
で
く
だ
さ
い
。

風
邪
の
症
状
や
３７
・
５
度
以
上
の
発
熱
が

４
日
以
上
続
く
方
。

強
い
だ
る
さ
息
苦
し
さ
が
あ
る
高
齢
者
、

妊
婦
、
糖
尿
病
、
心
不
全
、
呼
吸
器
疾
患
の

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
透
析
を
受
け
て
い
る

方
は
２
日
程
度
続
く
場
合
左
記
に
問
合
せ
を
。

帰
国
者

・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

２
３
８
１
９
９
６
６
　
９
時
～
１７
時

緊
急
事
態
宣
言
が
千
葉
県
に
も
発
令
さ
れ
ま

し
た
。

期
間
…
４
月
７
日
（火
）～
５
月
６
日
（水
）

ち
ば
市
政
だ
よ
り
か
ら

役‐ 職  名 氏 名 備 考

町 内 会 長 秋 葉   武 留任

副 町 内 会 長 松 岡 義 明 留任

会 計 一 冨 文 夫 新任

第 1区 区 長 関 浩 留 任

第 2区 区 長 粟 生 義 明 新 任

第 3区 区 長 吉 本 敬 一 新任

総務部長兼副会計 (理事) 大 徒 通 夫 留任

広  報  部  長 (理事 ) 秋 葉 光 重 留 任

町 内 会 役 職 氏  名

浜 新 田 町 会
正 田代 修二

副 半澤 一悟

五反田 1町会
正 関 浩

副 北澤みどり

八
正 市川 廣 幸
百
田 松浦  勉

山 王 町 会
正 渡邊 健治

副 秋葉 光重

蛇 島 町 会
正 岡留 貴志

副 鈴木 拓未

浜 東 町 会
正 出 口 良 一

副

町   内 |イざ■| 役 職 【  夕年|●

旭 町 町 会
正 袖山 貴男
百
日 小山 晴久

三 井 町 会
正 笠原 勝美

副 板倉 吉 彦

柳 町 町 会
正 宍倉 輝吉

副 仁平 文雄

三 和 町 会
正 片平 成幸
一昌 寺 田 良 一

駅 通 り町 会
正 依知川純一

副

田 町 町 会
正 内河 正 典

副 橋本 静郎

仲 東 町 会
正 崎村 泰三
百
日 市川 栄

グ リ ン

ステージ町会

正 今関 亮介
一昌 鹿間 利浩
一昌 山下 和樹
一昌 石 澤 繁人

町 内 会 氏  名

辻 町 町 会
正 白井 喜夫
一ロ
ロ 白井  孝

南 町 1町 会
正 山岸 秀 人
一昌 鹿野 久己

南 町 2町 会
正 仲 田 耕一
一墨 齊藤  孝

南 町 3町 会
正 中山 勝広
一昌 井上 賢司

南 町 4町 会
正 稲場  保
一昌 川村 浩之

ゴヒ日丁1 町 会
正 大久保藤和
一日 中泉 文也

北 町 2町 会
正 菅  政司

副 浄 二山本
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